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1　は　し　が　き

最近の養蚕業をめぐる諸情勢はさびしい事態となってい

る。この現状に対処するためには，商品価値の高い質の良

い優良繭の生産が要望されている。

しかし．優良繭の生産，特に解じょ率の向上については

過去において何回もの試験がなされ．基本的には上族環境

を改善しなければならないという結論に遥している。また

労働生産性の向上の面からみて，省力養蚕技術の導入が絶

対不可欠の現況において．繭重の増加要因が制限され，繭

質の向上も上族環境の良好化無しでは不可能の状態である。

そこで，繭重の相違によって繭質にいかなる影響を及ぼ

すかを調べることにより，単繭重の向上と，それに伴う繭

質の影響との関係を知り，優良繭生産のための一助としよ

うとして，特に生糸墨歩合を中心として試験を実施した。

2　試　験　方　法

昭和55年及び56年のZか年間の春，初秋及び晩秋の3蚕

掛こ試験を実施した。試験区としては．各種重量の繭を得

るため，5齢期の絵桑壷を，宮城県での標準量の2割増加，

1割増加．操準量．1割減少及び2割減少の量で給与し，各

々の垂座面積も．給重量の多少に伴って広くしたり狭くし

たりして，5段階の繭を作らせるようにした。これらの繭

についてそれぞれ繰糸検査を実施した。

3　試　験　結　果

困和55年及び56年の2か年間の平均によってその結果を

みると，次のとおりであった。

日）対掃立蚕1万頭当たり5齢期の絵桑虫（条桑）は，標

準童が，春蚕期403毎，初秋蚕期288軸，晩秋蚕斯284物で．

2割増，1割増．1割減及び2割減の各区とも目標どおり

の給重量であった。

12）5齢期の経過は，各室朋とも5齢期の絵桑最の多少

にかかわらずその時間に大差が認められなかったが，標準

量に比べ．2割増及び1割増では若干短く，1割減及び2割

減では若干長か〔た。

131絵桑墨と頗重との関係は．給桑虫が標準舅であると，
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春2．25タ，初秋1．82才，晩秋2．03タであった。これに比べ

て2割増では春14％，初秋21％．晩秋10％，1割増では春8

％，初秋6％，晩秋5％それぞれ重くなった。また．1割減

では春7％．初秋・晩秋8％，2割減では春，初秋．晩秋とも

15％それぞれ軽くなった。

このように絵重量と繭重とは相閑々係を示しだが．むや

みに給桑量を多くしたり少なくしたりしても，その率に伴

って繭重が比例して重くなったり軽くなったりはしなかっ

た。

（4）絵重量と繭層歩合との幽係は．給桑量が標準量であ

ると．春，初秋とも24．4％，晩秋24．6％であった。これに

比べて2割増では1～4％．1割増では0～2％それぞれ高

くなり，1割減では1～5％，2割減では4～12％それぞれ

低くなった。

このように鏑層歩合は繭重と相朗々係を示し，繭重に比

例して高くなったり．低くなったりした。

蓑1飼育調査　　　　　　　（2か年平均）

蚕

期
試 験 区

対掃立蚕 1万 5 齢経 過
繭 重

繭 層

頭 5 齢給桑量

（条　 桑 ）
日　　 時 歩 合

㈲ （日時） げ） （別

春

2 割増 区 484 8．09 2．57 25．3

1割増 区 44 3 〝 2．44 24．6

標 準 区 40 3 8．10 2．25 24．4

1割滅 区 36 3 8．11 2．09 23．6

2 割減 区 3 22 8．13 1．92 22．8

初

秋

2 割増区 346 7．0 2 2．20 24．6

1 割増区 3 17 〝 1．93 24．3

培 準 区 288 7．04 1．8 2 24．4

1 割減区 259 7．07 1．68 23．3

2 割減区 230 7．08 1．55 21．4

晩

秋

2 割増区 3 41 7．19 2．23 25．7

1 割増区 3 12 7．21 2．14 25．0

捺 準 区 284 7．23 2．03 24．6

1 割減区 257 8．0 1 1．8 7 24．3

2 割減区 228 8．03 1．73 23．6

16）給重量と繭糸長との関係は，給桑量が標準量である

と，春1，230仇，初秋1．258仇，晩秋1．155れとなった。これ

に比べて2割増では5～13％，1割増では3～摘それぞれ
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長くなり，また，1割減では4～9％．2割減では7～13

％それぞれ短くなった。

このように繭糸長は繭重と相閑々係を示し，繭量に比例

して長くなったり，短くなったりした。

（6）給重量と繭糸量との関係は，給桑虫が標準量である

と，春35．30タ，初秋36．79．晩秋35．5（ヲとなった。これ

に比べて2割増では10～19％，1割増では4～7％それぞ

れ重くなり，また，1割減では10～11％．2割減では13～

22％それぞれ軽くなった。

このように繭糸量は蝕重と相関々係を示し，戯重に比較

して重くなったり，軽くなったりした。

川　給桑量と繭糸繊度との関係は，絵条虫が標準量であ

ると，春2．日d．初秋2．62d，晩秋2．82dとなった。これに

比べて2割増では4～9％，1割増では0～4％それぞれ

太くなり，1割減では0～6％，2割減では6～10％それ

ぞれ細くなった。

このように繭糸繊度は繭重と相閑々係を示し．繭重に比

例して太くなったり，細くなったりした。

（8）絵桑量と解じょ率との関係は，給桑量が標準量であ

ると．春80％，初秋72％，晩秋80％となった。これに比べ

て2割増では1～7％低く，1割増では春及び初秋は4～

5％高かったが，晩秋は4％低かった。また．1割減では5

～10％，2割減では1～15％それぞれ高かった。

このように解じょ率と繭重とは判然とした柏閑々係を示

さなかったが，概して繭重が軽いほうが解じょ率が向上す

る傾向がみられ，繭重が5～8％重くなるぐらいまではや

や向上するものの，それ以上重くなるとかえって若干劣る

ような傾向がみられた。

蓑2　繰糸調査 （2か年平均）

蚕
試 験 区 繭 糸 長 繭 糸 量 繭 糸

繊 度
解 じょ率

生 糸 量　A

期 （叫 （eダ） ld ） （別 歩 ロ

（別

春

2 割 増 区 1．3 9 4 4 1．5 2 ．7 3 7 9 19 ．5 7

1 割 増 区 1，30 9 3 7 ．5 2 ．6 2 84 18 ，7 9

標 準 区 1．23 0 3 5 ．3 2 ．6 3 8 0 1 9 ．13

1 割 滅 区 1．17 6 3 1 ．9 2．4 8 8 4 1 8 ．5 7

2 割 減 区 1，0 9 1 2 8 ．5 2．3 8 8 1 18 ．0 3

初

秋

2 割 増 区 1．4 0 0 4 3 ．5 2 ．8 5 6 7 19 ．8 5

1 割 増 区 1，30 0 38 ．3 2 ．7 1 7 5 19 ．8 8

標 準 区 1，2 5 8 3 6 ．7 2 ．6 2 7 2 2 0 ．1 0

1 割 減 区 1，14 0 3 2 ．6 2 ．6 2 7 9 19 ．36

2 割 減 区 1，0 9 6 2 8 ．5 2 ．3 8 8 3 1 8 ．5 0

晩

秋

2 割 増 区 1，2 0 7 3 9 ．0 2 ．9 7 7 4 1 8 ．‘9

1 割 増 区 1．18 7 3 7 ．9 2．9 3 7 7 1 9 ．0 7

捷 準 区 1．1 5 5 3 5 ．5 2 ．8 2 8 0 18 ．7 3

1 割 滅 区 1，0 8 5 3 1．9 2 ．6 8 8 7 18 ．1 3

2 割 滅 区 1．0 7 2 3 0 ．9 2 ．6 4 8 7 19 ．3 8

（9）給桑量と生糸量歩合との関係は，絵桑壁が標準壁で

あると・春19・13％．初秋20．10％，晩秋18，73％となった。

これに比べて2割増及び1割増ではほとんど差異が認めら

れなかったが，1割減では3～4％少なく，2割減では6

～8％少なかったが晩秋のみ若干多かった。

このように生糸量歩合と繭玉とは明確な相閑々係を示さ

なかったが，繭重が軽くなるとやや低下する傾向がみられ

るものの，重くなったと云っても必ずしも向上するとは取

らなかった。

00）繭層歩合と繰糸成績との関係は．繭垂との関係とほ

とんど同一幌向を示した。

4　考察及びまとめ

従来，大きい繭が即ち優良繭とされていたが，これにつ

いて給桑量を加減して繭重の異なった顔を生産し，その繭

質との関係を調査した。

その結果．給桑量が多いとそれに伴い繭重が重くなるが，

標準量を越して絵桑してもそれほど効果が認められず，ま

た．給桑量が少ないと繭重が軽くなる。一方，鏑の重量と

繭糸長，繭糸量及び繭糸繊度は．判然とした正の相的々係

を示したが，生糸量歩合は，繭重が軽いうちは相閑々係を

示したが，繭重が重くな「たといっても必ずしもはっきり

した増加傾向を示さなかった。これに対して解じょ率は差

が少なかったものの負の相関々係に近かった。また，繭層

歩合と生糸量歩合とは従来相閑々係があると云われている

が，繭重との相閑々係のほうが強くあらわれた。

このことから，経営上より大きな繭の生産を心掛けるこ

とは重要な事柄であるが．蝕質との関係からみろと，必ず

しもこれが得策であるかは疑問であり，蚕期によって異な

るが，捷準的な重量の繭（春蚕期約2．25タ，初秋蚕期約1．82

タ，晩秋蚕期約2．03タ）の生産が大切であることが判明し

た。
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